
 

海外主要国の比較を通じて考える 

実務的な『グローバル・コンプライアンス対策』 
～『腐敗防止法制』、『独禁法制』の主要国比較～ 
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【著書・論文】『シンガポールの紛争解決（民事訴訟・商事仲裁）』、シンガポール日本人商工会議所所報、『アジア労働法の実務 Ｑ＆Ａ』商

事法務（2011年）をはじめ海外進出（主として新興国）に関する著書論文、また講演実績多数。 

日本企業の海外進出が盛んになっていますが、昨今は、海外関連会社の不適切な管理のため、日本の親会
社に重大な責任が発生した事例も増えています。汚職や労務等、現地の特殊性に応じた適切な管理が必要と
なっています。ところが、グローバル・コンプライアンスに対する日系企業の意識は、欧米企業等に比べると、格段
に低いままです。そこで、本セミナーでは、日系企業が苦手とするグローバル・コンプライアンスの意識を高め、実
効的な海外関連会社管理を行うべく、豊富な事例、リスク・マトリックス、具体的なチェックリストなどを用意し分か
り易く解説致します。 
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●日 時●  ２０１６年１２月２２日（木）１４：００～１７：００ 

●会 場●  企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

12/22 

（木） 

１４：００ 

１ 海外主要国の徹底的・横断的比較 

（１）海外主要国の腐敗防止法制、腐敗防止実務の横断的比較 

（２）海外主要国の独禁法制、実務の横断的比較 

 

２．海外主要１３か国の腐敗防止規制とその横断的比較 

【取り上げる国】 

 日・米・英・中・インド・シンガポール・マレーシア・ベトナム・ 

 インドネシア・タイ・フィリピン・ミャンマー・ブラジル 

の腐敗防止規制 

 

３．海外主要１１か国・地域の独禁法（競争法）規制とその横断的比較 

【取り上げる国・地域】 

 米国、ＥＵ、日本、中国、タイ、インドネシア、ベトナム、シンガポール、 

 インド、マレーシア、フィリピン、 

の独禁法の適用範囲・執行状況・リニエンシー等の徹底比較・検討       

 

４．各国の特殊性に応じた実効的なグローバル・コンプライアンス対策 

（１）海外管理の現状認識とグローバル・コンプライアンス体制整備の重要性 

（２）リスク評価マトリックスによる海外腐敗防止・独禁法の徹底リスク分析 

（３）海外子会社・関連会社の理想的な管理方法と派遣すべき人材 

（４）Ｔｅａ Ｍｏｎｅｙ・カルテル防止・フォレンジック操作の具体的対策 

（５）利用すべき腐敗防止条項  

（６）海外関連会社監査・エージェント利用・月餅供与等の各種チェックリスト 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

開催にあたって 

161640-0303 海外主要国の比較を通じて考える実務的な『グローバル・コンプライアンス対策』 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 

税込・資料代含 

１７：００ 

海外主要国の比較を通じて考える実務的な 
『グローバル・コンプライアンス対策』 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 

※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 

 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
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